
| 共通組み立て説明書 E 
ども注意

お買い上げのお客様へ必ずあ読みください。
・本商品の対象年齢は15才以上です.対象年齢未満のお子繊にI;J:絶閣に与えないでください。
・小さ琢部晶があります.ロの申に肱絶肉に入れ怠いでくだ古い。毘息~どの危険があります.
.額飲の危険がありますので、3才来満のお子搬には絶対に与え忽いでくだ古い。
・ベースメーカーをと使用の方は、マグネットカブラー(連結器の節晶)を身体に近づけ芯い
ょうご注癒ください。

・マグネットカブラー(連結器の郵晶}は磁石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン
忽どに近づけ恕いでください。磁気で機能異常が起こる調合があります.

〈組み立てる時の注意〉
・取り付け部署無理な方向に曲げたり引っ強ったりしないでください.
.簡晶l孟プラスチッヲ用ニ"，1('ーなどでをれいに切tllll1tlましょう。切tllll1った後のヲズlま指てτヨください.
・部品の中には、やむをえ守、とがった節分がありますので、気をつけて組み立ててくだ古い。
・シールl立、必要忽部分を切tl!lいて貼ってください。
.部品の加工の僚の刃物、工具などのご使用にあたっては.それぞれの取級い脱明・をよく
続んで正しく使用してください。

.Nゲージ鉄道機型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取銀い鋭明・をよく
観んで正しく使用してください.

{お買い上げのお客様へ} 不都合な点がございましたら、下配までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客織相総セン告ー

(県日本)柏市量四事241 -22 ・ 27刊刊 宮 04-7146-0371 
(西日本)大販制区制令官 3 畳間∞72 ft 06-6375-5050 
.電信量付時間月~童・日(祝日を隊< > 10時-16時

《商品・修理晶送付先》 パンダイ 編木修理 ・配送セン11-

Ii木県下都賀郡壬生町おもちゃ申まち5-4-67 ・ 321-0298 ft 0282-85-0255 

-床桓前後の穴て〉と、左右2箇所
の爪ψで、車体と固定します.

*床極(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・義着してください.
市スノープロウは着脱可能です.(力ブラーポケットの溝に、爪をしっかりと掛けてください。)

*EF200, EF210, 0053などでは、車体長が轟いためカブラーの首掻りが充分にで曹ません.
EE遭運転や、極小カーブ， sカーブ上では、連舗が不安定な場合がありますのでご注窓ください、

②電車・気動車への動力ユニットの取り付け
.rBトレインショーティー専用・動力ユニット目・電車・気動車用」を使用します。

4 =再司弓pm l$ 左右4箇所の爪+で、車体
と固定します.

$ゆるい場合には、両面テープ
などで固定してください。

・床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください.
車台車側面に、台車レリーフを取り付けてください.
(追加ウェイトは、走行技況に応じて世用してください.車内の空きスペースに.両面子ーブなどで固定します.>

③トレーラー{動力の鯖い車問}への台車の取り付け
.rsトレインショーティー専用・走行台車白』を使用します。
*台車部分を外して(床板は付けたまま) 、 走行台車をセンヲーピン穴に装着してください.
$台車側面に、台車レリーフを取り付けてください.
g 旧告イプ床板では、 台車の回転止めピンがあります。また、初代床板ではカブラ一台座
と車'歯止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください.

$台車に取り付けた『台車レリーフ」が走行中に落下しないように、取り付けがゆるい場合

には擁滑剤などを使用して固定してください。

掌スカートの悔る先頭車に、 動力ユヱットや走行台車を取り付ける場合I主、スカートを111り
外すか、または台車のカブラー悔分を切り取ってから量産着してくたモい。

当跡事賢瞬織など車体調にカバーのある車両では、 台車レリーフを取り付けで曹ません。

$各種の交.パーツl立、メーカー，軍基式によって取り付けが薗い(.い)場合も晶りますので、それ
ぞれ周霊のうえ取り付けてください。またパーツによっては加工が必要なものもあります.

申働力ユ二ツトの量産婚には、車種によっては車体側のー鶴(ガラス，スカートなど}や、動力ユニット
の床仮などを切り取る等の加工が必要な編合があります.

201G-9R 

ドローパー
(2両を固定連結する場合

lこ棚V

.Nゲージ用の線路、コントローラーなどは、別途ご用意ください。
*線路、 コントローラーは、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます。
*Nゲージにおける使用方法は、各社・Nゲージの取り級い説明書をご覧ください.

・走行条件によって、牽引できる車両の数lま変わります。
ホ動力ユニット1 台で、通常は4両程度を牽引(自車含む)することができます.

(勾配区間や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。)

.KATO製の動力ユニットを使用するζともできます。
d鴻関車用・動力ユニット(スカートは取り外してください.>

|品番11-1ω| ポケットライン用動力ユニット | 

激 EF64o， OF50, 0053など、車体裾の低い車両には装着できません.

*11・1031主、自由入時には力プラーポケットの肉側にストッパー(プラ小片}が入っていますので.
必ずストッパーを取り外してから量産着してください.

-パンタグラフの交換

通勤電車①コイルパネ歯車タイプ nT.1~。ィザ

⑧蜜事 両雨
量行電車φ空軍【ネ古車タイプ町32タイプ

~盟宮正llZ>寺凪 165轟
、哩聖~量建聖里V 485系など

通勤電車②ポルス9レス古車タイブ nTA司令Jザ

額初 iiiiぬ

キお好みのNゲージ用パンヲグラフを別途お買い求めのよ、交換してください。

KATO・ 1 1-401 PSI4:lilJ(;'~1ラ7 1j1)ーンマツヲス :80-2:PS13:直車1(/~1ラ7
KATO・ 1 1-403 PS22 :蹴・下枠吏聾~1(;'~1ラ7 Ijリーンマツ似:80-3:PT42:薗車I(ンNラ7

KATO:I1-404, 11-420 PS16・薗車パンMラ7 Ijリーンマッヲス:80-5:PT43:薗草川ン聖タラ7

持 11-4201孟‘ E楓穴が4・骨量祖に対臨します:l "ロスポイント:PT71C:シンヲルアーム・パン~Ijラ7

このほか、取り付けピンが績2本方式の、各社・パン告ゲラフを取り付けることができます.





(動力ユニットの取り付けについて )
Bトレインショーティーは、動力ユニット〈別売り)を取り付けることで、
Nゲージ線路で走行させることができます。
本線路、コントローラー等は、 Nゲージ各社のものが使用できます。
本トレーラーとなる車両には、 『走行台車 (別売り ) Jを装着してください。

く動力ユニット装着する場合〉

*近鉄21020系は、扉窓の位置関係により側面とガラスを固定するピンの位置を
やや肉側に寄せています。 そのため動力ユニットの取り付けには加工が必要です 。

①「動力ユニットのカパ一部分」を少し切り取ってください。
(下の図に示す箇所を、ガラスパーツに合わせて削り取ります。)

パンダイ『動力ユニット②(電車・気動車用) Jの場合。 ガラスパーツ

プιfーーi一一一一一一一一_:(-)'"nc一一一一
A一一一この部分を切り取る :一一一

…J 

吋実英町
KATOr小形車両用動力ユニットJの場合. ガラスパーツ

②取り付ける車両の、 屋損と片方の側面+ガラスを-_ê_外します。

③ブロックパーツの位置に注意しながら、動力ユニットの爪とガラスの
穴を正しくセットします。

④外した側面+ガラスを取り付けて固定します。
最後に屋根を取り付けます。
(動力ユニットl立、中間車にセットしてください。)
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